
地上・BS・110度CSデジタルハイビジョン

液晶テレビ

4-294-169-01(1)

KDL-55HX80R / 46HX80R / 40HX80R / 32EX30R / 26EX30R

追加機能　取扱説明書

本書では、地上・BS・110度CSデジタルハイビジョン液晶テレビKDL-55HX80R / 46HX80R / 40HX80R / 
32EX30R / 26EX30Rのバージョンアップの内容、およびバージョンアップ後の操作方法について説明してい
ます。
本書は、本機の取扱説明書とともに、いつでも見ることができるところに保管してください。

追加される新機能
 ブルーレイディスク（BD）に記録した番組をハードディスクに移動する（ムーブバック）
 3D放送番組を自動で3D表示に切り換える*1

 デジタルビデオカメラで記録した3D映像をブルーレイディスク（BD）にダビングする
 CATV（ケーブルテレビ）チューナー *2からLANケーブルを利用して本機へ録画する

*1 対象機種：KDL-55HX80R / 46HX80R / 40HX80R
*2 セットトップボックス（STB）と呼ばれることもあります。

お知らせ
このソフトウェアのバージョンアップに伴い、下記の設定名が変わります。
　　　「 BD-ROM 3D再生」 （旧）　→　「3D放送受信／再生」 （新）

この設定名は、本機の取扱説明書の下記2か所に記載されています。
	41ページ　「Blu-ray 3Dを楽しむ」　3行目
	88ページ　「BD-ROM　3D再生」

本書では、KDL-40HX80Rのイラストを使用しています。本書で使われている画面イラストと、実際に表示される画面は異なる
ことがあります。

BDに記録した番組をハー
ドディスクに移動する
（ムーブバック）

本機
BD-RE/BD-R

デジタル放送の番組

BD-RE/BD-Rに記録されたデジタル放送の番組（タイトル）を、
本機のハードディスクに移動できます（ムーブバック）。
ムーブバックしたデジタル放送のタイトルは、BDから削除さ
れます。

1  BDを本機に挿入する。

2  本機のリモコンの  （ホーム）を押す。

3  で  （ビデオ）を選択後、で［ディスク
ダビング］を選んで  （決定）を押す。

4  で［BD/DVD→HDDダビング］を選択後  
（決定）を押し、でムーブバックするタイト
ルを選んで  （決定）を押す。
選んだ順に番号が付きます。

10/15(金)   2:00PM(0OH11M)

10/15(金)   9:00PM(00H54M)

10/15(金)  2:33PM(00H11M) 

ダビングするタイトルを選んでください。

タイトルダビング 残 :  380.0GB選択容量 :     4.2GB

中止

実行

全選択解除

全選択

2

1

文鳥シイナさん誕生日

世界の旅「イタリア～ローマ」

スポーツ中継
高速　 2.1GB

高速　 0.4GB

 タイトル
ムーブバックするタイトルを30個まで選べます。
1  マークの付いたタイトルがムーブバックの対
象です。

 全選択
選択可能なタイトルを、リストの上から順に30個
まで選びます。

5  で［実行］を選んで  （決定）を押す。
タイトルをムーブバックしてよいかを確認する画面が
表示されます。［はい］を選んで  （決定）を押します。

ムーブバックを中止するには

［停止］を選んで  （決定）を押し、［はい］を選んで  （決定）
を押します。

ご注意

 以下の場合は、ムーブバックできません。
－ ハードディスクにムーブバックするタイトル以上の空き容量が無
い場合。

－ BDクローズされたディスクなど、追記できない状態の場合。
－ DVDに記録されたデジタル放送のタイトル。

 BD-Rの場合、ムーブバックしても空き容量は増えません。
 ムーブバックされたタイトルはコピーワンスになります。
 ムーブバックはタイトル毎に行われるため、途中で中止した場合、
ムーブバックが終了したタイトルはハードディスクに移動し、途中
で中止したタイトル以降はBDに残ります。

 ビデオカメラから取り込んだタイトルやアナログ放送を記録したタ
イトルなどコピー禁止の表示がないタイトルは、本機能に関係なく
コピー可能で、BDにも残ります。

3D放送番組を自動で3D
表示に切り換える

対象機種:KDL-55HX80R / 46HX80R / 40HX80R

3D映像を楽しむためには, 別売りの3Dシンクロトランスミッ
ターと3Dメガネが必要になります。

放送局側で3D信号が付けられた映像は、視聴時や録画したタ
イトルの再生時、自動的に3D表示に切り換わり、画面上に3D
アイコンが表示されます。

 3Dタイトル再生中／ 3D番組視聴中

サッカーダイジェスト　シュート！

３Ｄ ステレオ

 タイトルリスト

10/15(金)  4:00PM( 1H00M)テレビToyo
　　 　　欧州の旅・鉄道の旅「音楽のある街を訪ねて」

予約確認

ビデオ

 本機の設定
3Dのコンテンツを楽しむには、本機で以下の設定をします。

1  本機のリモコンの  （ホーム）を押す。

2  で  （設定）を選択後、で  （映像設
定）を選んで  （決定）を押す。

3  で［自動3D表示］を選択後  （決定）を押
し、［入］になっていることを確認する。

自動３Ｄ表示
３Ｄの映像信号を検出したときに自動的に３Ｄで表示します。

おまかせ画質センサー

３Ｄ放送受信／再生

ＢＤ－ＲＯＭ　1080/24p再生

一時停止モード

入

入

自動

自動

自動

4  で［3D放送受信／再生］を選択後  （決定）
を押し、[自動］になっていることを確認する。

5   （戻る）をくり返し押し、視聴画面に戻る。

 3Dメニューについて
 （3D）を押して、3Dメニューを表示し、次の項目を設定

できます。

1  本機のリモコンの  （3D）を押す。

2  で設定項目を選んで、  （決定）を押す。

項目 できること

3D表示 3D方式の映像が表示されていると
き：
3Dと2Dを切り換えます。

3D方式ではない映像が表示されてい
るとき：
 ［シュミレーテッド3D］：通常の2D
とシュミレーテッド3Dを切り換
えます。

 ［左右分割方式］：映像が左右に分
割されているときに、3Dで表示
します。同じような映像が左右に
並んで表示されます。

 ［上下分割方式］：映像が上下に分
割されているときに、3Dで表示
します。同じような映像が上下に
並んで表示されます。

 ［切］：3Dで表示しません。

3D奥行き調整 画面上の3D映像の奥行きを調整し
ます。3D信号を含む3Dコンテンツ
でのみ調整できます。通常は［0］が
おすすめです。設定によっては、3D
として見えにくくなります。

シミュレーテッド
3D効果

2Dコンテンツを3Dに変換している
ときの3D効果を調整します。

3Dメガネ明るさ 3Dメガネで見る画面の明るさを調整
します。［オート］を選ぶと、シーン
セレクトに連動して自動で調整しま
す。

ちょっと一言
  （3D）をくり返し押して、3D映像と2D映像を切り換えること
もできます。

デジタルビデオカメラで
記録した3D映像をBDに
ダビングする

ワンタッチ
ディスク

ワンタッチディスクダビング機能のあるソニー製デジタルハイ
ビジョンビデオカメラ内の3D映像をBDにダビングできます。
BDにダビングした映像（タイトル）は本機で再生したり、編集
したりできます。対応機器については、下記ホームページをご
覧ください。
http://www.sony.jp/support/tv/

ワンタッチディスクダビングをする

本機の取扱説明書の「ワンタッチでデジタルカメラからBDを作
る」をご覧ください。

ご注意

 デジタルビデオカメラの3D映像をハードディスクに取り込むことは
できません。

 本機の  (カメラ取り込み)ボタン、AVCHDダビング機能、BD→
HDDダビング機能は使えません。

ダビングしたタイトルを見る

3Dディスクの再生については、取扱説明書の「録画した番組や
映像、ディスクを再生する」をご覧ください。
3D映像の視聴については、本書の「3D放送番組を自動で3D表
示に切り換える」をご覧ください。
本機能で作成したディスクは2011年4月現在、下記のモデル
のみ再生可能です。
KDL-55HX80R*1 / 46HX80R*1 / 40HX80R*1

KDL-32EX30R*2 / 26EX30R*2

BDZ-AX2000 / AX1000 / AT900 / AT700 / AT500 / AT300S
本機以外での再生については、下記ホームページをご覧くださ
い。
http://www.sony.jp/support/tv/

*1 3D映像を楽しむためには, 別売りの3Dシンクロトランス
ミッターと3Dメガネが必要になります。

*2 3D映像再生に対応していません。2D映像再生になります。

裏面へつづく
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2 LANケーブルでつなぐ
接続方法は2種類あります。

CATVチューナーからの録画機能のみを利用する場合は、本機
とCATVチューナーを直接つなぎます。

CATVチューナーからの録画機能に加え、本機の他のネットワー
ク機能*も利用する場合は、本機とCATVチューナーをブロード
バンドルーター（ルーター）につなぎます。

* 本機の他のネットワーク機能
 スカパー！ HD録画
 アクトビラやTSUTAYA TVなどのインターネットサービス
 パソコンや携帯電話を使ったリモート録画予約
 ルームリンク（ホームネットワーク）                  など

接続方法

CATVチューナーからの録画機能のみを利用する場合

LAN
(10/100)

CATV回線へ

CATVチューナー

本機後面

アンテナへ

LAN端子へ

LANケーブル*（別売）

LAN端子へ * LANケーブルは、カテゴリー 5の100BASE-TX
対応以上をご使用ください。

 LANケーブルは、クロスケーブル／ストレート
ケーブルのどちらも使えます。

接続方法

本機の他のネットワーク機能も利用する場合

LAN
(10/100)

CATV回線へ

CATVチューナー

本機後面

アンテナへ

LAN端子へ

LANケーブル*（別売）

LAN端子へ

LANケーブル*（別売）

* LANケーブルは、カテゴリー 5の100BASE-TX
対応以上をご使用ください。ブロードバンドルーター（ルーター）インターネット

接続方法

3 本機の設定をする
設定の手順は接続方法によって異なります。

接続方法

接続方法

を選んだ場合 3-2 を行います。

を選んだ場合 3-1 と 3-2 を行います。

3-1 
ネットワークにつながっているか確認する

1  接続方法を選んだ場合は、「3-2 ホームサー
バーの設定をする」へ進む。

2  本機のリモコンの  （ホーム）を押す。

3  で  （設定）を選択後、で  （通信設
定）を選んで  （決定）を押す。

4  で［ネットワーク設定］を選んで  （決定）
を押す。
「設定中はネットワーク機能を使用できません。よろし
いですか？」と表示されるので［はい］を選びます。

5  で［ネットワーク接続診断］を選択後  （決
定）を押し、で［はい］を選んで  （決定）を
押す。

設定する項目を選んでください。

ネットワーク設定

- - - .  - - - .  - - - .  - - -

自動

- - - .  - - - .  - - - .  - - -

- - - .  - - - .  - - - .  - - -

　デフォルトゲートウェイ

ＤＮＳ設定

　プライマリＤＮＳ

　セカンダリＤＮＳ

プロキシサーバー設定

ネットワーク接続診断

6  「ネットワークは正しく接続されています」と
表示されていることを確認し、  （決定）を押
す。
「ネットワークは正しく接続されています」と表示され
ない場合は、画面のメッセージに従ってください。

ネットワーク接続診断

ネットワークは正しく接続されています。

閉じる

7   （戻る）をくり返し押し、視聴画面に戻る。

3-2 
ホームサーバーの設定をする

1  本機のリモコンの  （ホーム）を押す。

2  で  （設定）を選択後、で  ［通信設
定］を選んで  （決定）を押す。

3  で［ホームサーバー設定］を選んで  （決
定）を押す。

4  で［サーバー機能］を選択後  （決定）を押
し、で［入］を選んで  （決定）を押す。
警告文が表示されたら内容を読み、［変更する］を選び
ます。

設定する項目を選んでください。

ホームサーバー設定

サーバー機能

サーバー名

クライアント機器登録方法

登録機器一覧

未登録機器一覧

入

- - - .  - - - .  - - - .  - - -

自動

入

切

スタンバイモードを［低消費待機］に設定していた場
合、サーバー機能を［入］にすると、「スタンバイモード
を「標準」に設定しますか」の確認画面が表示されるの
で、［はい］を選びます。

5  で［クライアント機器登録方法］を選択後  
（決定）を押し、で［自動］を選んで  （決定）
を押す。
警告文が表示されたら内容を読み、［変更する］を選び
ます。

設定する項目を選んでください。

ホームサーバー設定

サーバー機能

サーバー名

クライアント機器登録方法

登録機器一覧

未登録機器一覧

入

- - - .  - - - .  - - - .  - - -

- - - .  - - - .  - - - .  - - -自動

手動

設定する項目を選んでください。

ホームサーバー設定

入

KDL-40HX80R

自動

サーバー機能

サーバー名

クライアント機器登録方法

登録機器一覧

未登録機器一覧

「KDL-40HX80R」
など、本機の機種
名が表示されま
す。

6   （戻る）をくり返し押し、視聴画面に戻る。

ご注意

 本機のネットワーク設定について 
ホームボタン＞［設定］＞［通信設定］＞［ネットワーク設定］の［IPアド
レス設定］は、ルーターを利用しないで接続する（LANケーブルで直
接接続する）場合、必ず［自動取得］を指定してください。ルーターを
利用して接続する場合も、通常は［自動取得］を指定します。 
［IPアドレス］の欄の数字が、ルーターを利用する場合は通常
「192.168.xxx.xxx」になります。この数字にならない場合は、数分間
時間をおくか［IPアドレス設定］を1度［手動］にして、再び［自動取得］
を選んで取得されるかおためしください。この操作で通常正しいIP
アドレスを取得できることがあります。 
設定に関して不明点がある場合は、ご利用のインターネットプロバ
イダーにお問い合わせください。

以上で本機の設定は終了です。

4  CATVチューナーの設定を 
する

設定方法について詳しくは、CATVチューナーの取扱説明書や
ご加入のケーブルテレビ局からのお知らせ、または下記のホー
ムページをご覧ください。
http://www.sony.jp/support/tv/

録画予約する

録画予約はCATVチューナーで行います。本機での予約操作は
不要です。

1 CATVチューナーおよび本機の電源を入れる。

2 テレビの画面を、CATVチューナーをつないだ入力に切り
換える。

3 CATVチューナーから、録画予約の操作をする。
 詳しくはCATVチューナーの取扱説明書、またはご加入の

ケーブルテレビ局からのお知らせをご覧ください。

ご注意

 本機への録画モードはDRのみです。
 おでかけ転送用動画ファイルは同時に作成されません。転送には再
生時間とほぼ同じ時間がかかり、高速転送はできません。

予約を確認する

予約の確認は、CATVチューナーまたは本機のどちらからでも
できます。詳しくはCATVチューナーや本機の取扱説明書、ま
たはご加入のケーブルテレビ局からのお知らせをご覧くださ
い。

予約を削除する

予約を削除する場合は、本機の電源を入れてからCATVチュー
ナー側で操作をしてください。詳しくはCATVチューナーの取
扱説明書、またはご加入のケーブルテレビ局からのお知らせを
ご覧ください。

録画した番組を再生する

録画した番組の再生については、本機の取扱説明書の「録画し
た番組や映像、ディスクを再生する」をご覧ください。

CATVチューナーからでも録画した番組の再生ができます。詳
しくはCATVチューナーの取扱説明書、またはご加入のケーブ
ルテレビ局からのお知らせをご覧ください。

接続方法

CATVチューナーからLAN
ケーブルを利用して本機
へ録画する
ホームネットワーク録画機能に対応したCATVチューナーと本
機をLANケーブルでつなぐと、CATVチューナーの番組表から
直接本機に録画予約できます。映像／音声ケーブルの接続によ
る録画と比べて、デジタル放送をそのままの画質（高画質）で録
画できます。

本機能はご加入のケーブルテレビ局でサービスを提供している
場合にご利用いただけます。
対応機種などについて詳しくは、ご加入のケーブルテレビ局か
らのお知らせ、または下記のホームページをご覧ください。
http://www.sony.jp/support/tv/

準備する

必ず下記の順番で設定してください。

1 CATVチューナーとそのソフトウェアバージョンが対応し
ているかを確認する。

2 LANケーブルでつなぐ。

3 本機の設定をする。

4 CATVチューナーの設定をする。

1  CATVチューナーとそのソフ
トウェアバージョンが対応し
ているかを確認する

確認方法について詳しくは、ご加入のケーブルテレビ局からの
お知らせ、または下記のホームページをご覧ください。
http://www.sony.jp/support/tv/


